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一
、
は
じ
め
に

神
奈
川
大
学
附
属
中
・
高
等
学
校
は
、
中
高
一
貫
教
育
の
男

子
校
と
し
て
一
九
八
四
年
十
一
月
十
九
日
に
開
校
し
た
。
当
時

は
学
校
や
塾
で
の
厳
し
い
受
験
指
導
が
問
題
視
さ
れ
、
丸
暗

記
の
詰
め
込
み
教
育
が
子
ど
も
た
ち
の
探
究
心
や
創
造
力
を

奪
っ
て
い
る
と
批
判
さ
れ
た
。
学
校
の
授
業
に
つ
い
て
ゆ
け
な

い
落
ち
こ
ぼ
れ
問
題
や
不
登
校
生
徒
の
増
大
、
校
内
暴
力
、
い

じ
め
、
非
行
、
自
殺
な
ど
教
育
問
題
が
深
刻
化
し
た
。
明
治

初
年
の
教
育
改
革
、
戦
後
の
教
育
改
革
と
並
ぶ
「
第
三
の
教
育

改
革
」
が
提
唱
さ
れ
た
。
教
育
改
革
方
策
の
基
本
方
針
と
し
て

「
個
性
重
視
」「
生
涯
学
習
体
制
へ
の
移
行
」「
国
際
化
や
情
報

化
へ
の
対
応
」
の
三
つ
の
原
則
が
示
さ
れ
、
そ
の
方
針
や
理
念

の
多
く
は
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
やICT

教
育
の
流
れ
へ

と
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

そ
し
て
三
〇
年
以
上
経
っ
た
今
再
び
教
育
改
革
が
行
わ
れ

る
。
初
等
教
育
や
中
等
教
育
で
は
「
知
識
・
技
能
」
を
教
え
る

授
業
が
多
く
、
自
ら
課
題
を
発
見
し
解
決
す
る
た
め
に
必
要

な
「
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
等
の
能
力
」
や
、「
主
体
性

を
も
っ
て
、
多
様
な
人
々
と
協
働
」
し
な
が
ら
学
ん
だ
経
験
を

生
徒
に
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
。
知
識
教
え
込
み
中

心
の
教
育
を
受
け
て
き
た
子
ど
も
た
ち
が
大
学
に
入
学
し
た
場

合
、
一
定
の
知
的
な
能
力
を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
主
体
性

を
も
っ
て
他
者
を
説
得
し
、
多
様
な
人
々
と
協
働
し
て
問
題
解

決
す
る
力
を
大
学
で
身
に
付
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、

受
け
身
型
の
学
修
か
ら
学
修
者
が
主
体
と
な
っ
て
能
動
的
に
学

修
す
る
質
的
転
換
が
重
要
で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
が
主
体
性
を

も
っ
て
多
様
な
文
化
を
持
っ
た
人
々
と
協
力
し
て
問
題
解
決
し

て
い
く
た
め
に
は
、ICT

を
活
用
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
（
能
動
的
学
修
）
の
充
実
な
ど
に
向
け
た
教
育
改
善
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

初
代
学
校
長
大
澤
清
克
は
開
校
時
に
あ
た
っ
て
、
国
際
社
会

に
対
応
し
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を
養
う
た
め
英
語
を
重
視
し
、

基
本
的
な
思
考
力
の
熟
成
の
た
め
数
学
や
理
科
の
時
間
を
増
や

附
属
学
校
に
お
け
るICT

教
育
の
取
り
組
み

小　
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し
な
が
ら
も
個
々
の
生
徒
の
能
力
や
適
正
に
応
じ
た
科
目
が
選

択
履
修
で
き
る
よ
う
教
育
課
程
を
編
成
し
た
。
こ
れ
ら
の
教
育

理
念
や
、
自
由
闊
達
な
校
風
は
開
校
時
の
ま
ま
で
あ
り
、
建
学

の
精
神
で
あ
る
質
実
剛
健
・
積
極
進
取
・
中
正
堅
実
は
現
在
も

受
け
継
が
れ
て
い
る
。
そ
の
後
一
九
八
八
年
に
そ
れ
ま
で
の
男

子
校
か
ら
男
女
共
学
と
な
り
、
す
べ
て
の
授
業
が
男
女
共
修
で

行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
八
九
年
に
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
教
室
を
設
置
し
、
中
学
と
高
校
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
を
開

始
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
三
〇
年
に
わ
た
っ
てICT

機
器
を
活

用
し
た
教
育
を
実
践
し
、
多
く
の
成
果
を
あ
げ
て
き
た
。

本
稿
で
は
、
附
属
学
校
に
お
け
るICT
教
育
の
取
り
組
み

の
変
遷
に
つ
い
て
ま
と
め
る
こ
と
と
す
る
。

二
、
世
界
のIC

T

教
育
と
二
十
一
世
紀
型
ス
キ
ル

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
伴
い
高
度
情
報
通
信
社
会
が
確

立
し
、
携
帯
端
末
も
パ
ソ
コ
ン
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
携
帯
電
話

か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
と
よ
り
ビ
ジ
ュ
ア
ル
で
通
信
機
能
を
強

化
し
た
も
の
に
進
化
し
て
い
る
。
経
済
や
社
会
の
し
く
み
全
体

に
変
革
が
起
き
、
私
た
ち
の
生
活
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

二
十
一
世
紀
は
、
新
し
い
知
識
や
情
報
、
技
術
が
、
政
治
や
経

済
、
文
化
と
い
っ
た
領
域
で
の
活
動
の
基
盤
と
な
る
、「
知
識

基
盤
社
会
」
と
言
わ
れ
て
い
る
。
知
識
基
盤
社
会
と
は
、
あ
ら

ゆ
る
情
報
や
知
識
を
生
み
出
し
、
編
集
し
、
共
有
し
な
が
ら
活

用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
動
い
て
い
く
社
会
を
指
し
て
い
る
（
文

部
科
学
省
、
二
〇
〇
九
）。
こ
の
状
況
下
に
お
い
て
、
教
育
で

も
情
報
化
の
重
要
性
が
増
し
て
い
る
。

ま
た
こ
こ
数
年
、「
二
十
一
世
紀
型
ス
キ
ル
」
が
世
界
的
な

注
目
を
集
め
て
い
る
。
二
十
一
世
紀
型
ス
キ
ル
と
は
、
現
在

世
界
規
模
で
経
済
革
新
が
進
む
中
、
新
し
い
時
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
こ
れ
か
ら
身
に
付
け
て
い
く
べ
き
「
必
要
な
能

力
」
を
定
義
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
事
実
高
度
情
報
社
会
が
確

立
さ
れ
、
仕
事
の
内
容
や
職
種
も
常
に
変
化
し
て
お
り
、
今
後

ど
の
よ
う
な
種
類
の
仕
事
が
生
ま
れ
る
の
か
、
そ
し
て
ど
の
よ

う
な
能
力
が
必
要
と
さ
れ
る
の
か
を
予
測
す
る
こ
と
が
困
難

な
状
況
で
あ
る
。
二
十
一
世
紀
型
ス
キ
ル
は
二
〇
〇
三
年
に

米
国
教
育
省
で
検
討
が
始
ま
り
、
批
判
的
思
考
力
と
問
題
解

決
能
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

能
力
、
自
立
的
に
学
習
す
る
力
、ICT

（Inform
ation and 

Com
m

unication T
echnology

＝
情
報
通
信
技
術
）
を
確
実

に
扱
う
こ
と
の
で
き
る
能
力
、
創
造
性
な
ど
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
は
、
数
学
や
科
学
、
言
語
な
ど
の
知
識
を
身
に

つ
け
る
と
と
も
に
、
よ
り
深
い
理
解
と
批
判
的
思
考
や
問
題
解
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決
能
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
と
い
っ
た
ス
キ
ル
が
兼
ね

備
わ
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
義
し
て
い
る
。

つ
ま
りICT

を
活
用
す
る
能
力
を
学
力
と
位
置
づ
け
て
い

る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
エ
ス
ト

ニ
ア
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
な
ど
世
界
で

ICT

教
育
が
進
ん
で
お
り
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
や
反
転
学
習
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
携
帯
端
末
や
電
子
黒
板
を
活
用
し
た
教
育

が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

三
、
日
本
のIC

T

教
育

日
本
の
学
校
教
育
に
お
け
るICT

活
用
は
、
パ
ソ
コ
ン
が

学
校
に
導
入
さ
れ
た
一
九
八
〇
年
代
後
半
〜
二
〇
〇
〇
年
に
か

け
て
多
く
の
実
践
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
二
〇
〇
二
年
、
二

〇
〇
三
年
の
小
中
学
校
そ
し
て
高
等
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領

の
総
則
で
「
各
教
科
や
総
合
的
な
学
習
の
時
間
で
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
す
る
」
と
謳
わ
れ
て
い

る
。
情
報
や
情
報
手
段
の
活
用
を
小
学
校
で
は
各
教
科
で
、
中

学
校
で
は
各
教
科
と
技
術
・
家
庭
科
情
報
分
野
、
高
等
学
校
で

は
情
報
科
を
中
心
と
し
て
行
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て

情
報
活
用
能
力
の
育
成
、
す
な
わ
ち
情
報
教
育
が
初
め
て
体
系

化
さ
れ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
化
さ
れ
た
。
そ
し
て
二
〇
一
〇
年
に

教
育
の
情
報
化
基
本
方
針
が
策
定
さ
れ
、
学
校
教
育
の
情
報

化
を
戦
略
的
か
つ
一
体
的
に
推
進
す
る
「
教
育
の
情
報
化
ビ

ジ
ョ
ン
」
が
ま
と
ま
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
一
斉
授
業
か
ら
子

ど
も
た
ち
が
教
え
あ
い
学
び
あ
う
共
働
学
習
（Collaborative 

learning

）
の
積
極
的
な
導
入
な
ど
二
〇
二
〇
年
ま
で
に
二
十

一
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
学
校
教
育
を
実
現
す
る
と
し
て
、
電
子

黒
板
や
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
活
用
、
児
童
生
徒
一
人
一
台
の
タ

ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
情
報
端
末
を
使
っ
た
授
業
の
実
現
な
ど
、
実

証
実
験
を
繰
り
返
し
な
が
ら
具
体
的
な
問
題
解
決
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
。

一
九
八
〇
年
代
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
育
や
情
報
教
育
と
呼
ば

れ
て
い
た
頃
と
、
携
帯
や
ス
マ
ホ
を
中
心
と
し
た
ク
ラ
ウ
ド
コ

ン
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
全
盛
の
今
を
比
較
す
る
と
、
求
め
ら
れ

るIT

ス
キ
ル
や
活
用
方
法
も
大
き
く
異
な
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
情
報
技
術
に
関
す
る
知
識
や
ス
キ
ル
が
向
上
し
て
い
る
か

と
い
え
ば
、
残
念
な
が
ら
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
個
人
で
の

ICT

機
器
の
利
用
時
間
が
圧
倒
的
に
増
え
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

能
力
が
向
上
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、ICT

教
育
を
真

剣
に
実
施
し
て
こ
な
か
っ
た
事
に
尽
き
る
。
こ
れ
ら
の
事
を
踏

ま
え
、
本
校
で
のICT

教
育
の
取
り
組
み
を
検
証
す
る
と
と

も
に
未
来
に
向
け
た
方
向
性
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。
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四
、
神
奈
川
大
学
附
属
中
高
等
学
校
のIC

T

教
育

（
一
）
こ
れ
ま
で
の
取
組
み

本
校
のICT
教
育
は
一
九
八
九
年
に
始
ま
り
、
こ
れ
ま
で

中
学
生
高
校
生
に
情
報
活
用
能
力
、
表
現
力
、
問
題
解
決
力
の

育
成
を
目
的
に
実
施
し
て
き
た
。
始
ま
っ
た
当
初
は
、
フ
ロ
ッ

ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
（
以
下FD
）
でO

S

や
ア
プ
リ
を
起
動
し
、

デ
ー
タ
もFD

で
保
存
し
て
い
た
。
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
も
少
な

く
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
やO

S

を
中
心
と
し
た
学
習
で
あ
っ
た
。
現

在
は
問
題
解
決
の
た
め
のICT

活
用
と
表
現
を
テ
ー
マ
に
タ

イ
ピ
ン
グ
や
ソ
フ
ト
の
活
用
か
ら
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、W

eb

ペ
ー
ジ
や
映
像
制
作
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
、ICT

を
確
実
に
扱
う
能
力
と
問
題
解
決
力
の
育
成
の
た
め
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
る
。

こ
れ
ま
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
やICT

機
器
の
整
備
に

つ
い
て
ま
と
め
る
〔
表
１
〕。
本
校
のICT

教
育
で
大
き
な
転

機
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
四
年
のA

pple

社M
acintosh

へ
の
リ
プ
レ
イ
ス
で
あ
っ
た
。H

yper Card

と
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ム
機
能
を
持
っ
た
カ
ー
ド
型
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト

を
使
い
、
グ
ル
ー
プ
活
動
や
課
題
を
ま
と
め
発
表
す
る
活
動
を

始
め
た
。
つ
ま
り
子
ど
も
た
ち
が
主
体
的
に
授
業
に
参
加
す
る

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
導
入
で
あ
っ
た
。
一
九
九
六
年

に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
授
業
で
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
以

下
の
四
点
を
基
本
方
針
と
し
た
。

①
六
年
一
貫
の
情
報
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
実
施
す
る
。

②�

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
表
現
す
る
道
具
と
し
て
、
創
造
性
の
開
発

と
個
性
の
発
揮
を
目
指
す
。

③�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
情
報
収
集
とW

eb

ペ
ー
ジ
を

制
作
し
て
情
報
発
信
。

④�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
交
流
と
共
同
研
究
の
場
と
し
、
国
内
、

海
外
と
共
同
研
究
を
行
う
。

図1　Mac ルームの iMac（1999年）

図2　Win ルームの IBM PC（2003年）
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こ
の
基
本
方
針
は
、
そ
の
後
の
グ
ル
ー
プ
研
究W

eb

制
作

や
、
学
生W

eb

コ
ン
テ
ス
トT

hinkQ
uest

、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
、
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
研
究
に
繋
が
り
、

本
校
の
テ
ー
マ
と
な
る
「
問
題
解
決
の
た
め
のICT

活
用
と

表
現
」
が
定
ま
っ
た
。

（
二
）ThinkQ

uest
（
全
国
中
学
高
校W

eb

コ
ン
テ
ス
ト
）

一
九
九
八
年
よ
りT

hinkQ
uest

と
い
う
コ
ン
テ
ス
ト
に
参

加
し
て
お
り
、
二
〇
一
六
年
ま
で
一
九
回
連
続
で
入
賞
を
果

た
し
て
い
る
。T

hinkQ
uest

と
は
一
九
九
六
年
に
米
国
で
始

ま
っ
た
教
材W

eb

ペ
ー
ジ
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
の
ち
に
全
国
中

学
高
校W

eb

コ
ン
テ
ス
ト
に
名
称
変
更
し
た
。
二
〜
五
名
の

中
・
高
校
生
が
一
つ
の
チ
ー
ム
を
組
み
、
半
年
〜
一
年
か
け
て

他
の
生
徒
が
学
習
に
利
用
で
き
るW

eb

作
品
を
日
本
語
と
英

語
で
制
作
す
る
。
同
じ
学
校
の
生
徒
で
チ
ー
ム
を
組
ん
で
参
加

す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
他
校
の
生
徒
同
士
が
チ
ー
ム
を
組

み
、
協
力
し
な
が
ら
作
品
を
制
作
す
る
事
が
奨
励
さ
れ
る
。
問

題
解
決
部
門
とW
eb

教
材
部
門
が
あ
り
、
作
品
の
テ
ー
マ
に

よ
っ
て
「
科
学
・
数
学
」、「
芸
術
・
文
学
」、「
社
会
科
学
」、

「
ス
ポ
ー
ツ
・
保
健
」、「
学
際
（
複
数
の
学
問
分
野
に
ま
た
が

る
も
の
）」
の
い
ず
れ
か
の
部
門
に
応
募
す
る
。

毎
年
五
月
に
中
学
生
、
高
校
生
に
対
し
て
参
加
募
集
を
し
、

チ
ー
ム
で
の
参
加
を
呼
び
か
け
る
。
本
校
か
ら
は
五
チ
ー
ム
く

ら
い
の
応
募
が
あ
る
が
、
十
月
下
旬
の
提
出
期
限
ま
で
、
テ
ー

マ
決
め
、
議
論
、
調
査
、
実
験
、W

eb

制
作
、
英
語
版
作
成
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
最
後
ま
で
や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
毎
年
三
チ
ー
ム
ほ
ど
で
あ
る
。
全
国
か
ら
約
四
〇

〇
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
競
い
合
う
が
、
チ
ー
ム
で
協
力
し

て
制
作
し
たW

eb

作
品
を
ネ
ッ
ト
に
配
信
し
、
友
人
や
国
内

外
の
人
々
に
見
て
も
ら
い
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
、
作
品
を
制
作

す
る
上
で
大
き
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の

目
標
と
な
っ
て
い
る
。

二
〇
一
七
年
二
月
に
行
わ
れ
た
第
一
九
回
コ
ン
テ
ス
ト
の
最

終
審
査
に
お
い
て
、
四
度
目
の
最
優
秀
賞
と
文
部
科
学
大
臣
賞

を
受
賞
し
た
。
八
月
に
韓
国
で
行
わ
れ
るe-learning

ア
プ
リ

図3　ThinkQuest　生徒作品

図4　最終プレゼンテーション
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表
１
・ 

神
奈
川
大
学
附
属
中
高
等
学
校IC

T

機
器
導
入
と
教
育
の
取
り
組
み

二
〇
〇
三

一
九
九
九

一
九
九
八

一
九
九
八

一
九
九
七

一
九
九
六

一
九
九
四

一
九
八
九

年

教
科
「
情
報
」
開
始
、
高
一
英
語
でe-learning

ス
タ
ー
ト
。W

in

ル
ー
ム
開
設
（IBM

 PC 

45
台
）、M

ac

ル
ー

ム
（A

pple G3 

45
台
）

A
pple iM

ac 

48
台
に
リ
プ
レ
イ
ス
。
国
内
学
生W

eb
コ
ン
テ
ス
トT

hinkQ
uest

ス
タ
ー
ト
。

A
T

M

回
線
（3M

bps

）
に
切
り
替
え
。

国
際
学
生W

eb

コ
ン
テ
ス
トT

hinkQ
uest

ス
タ
ー
ト
。

校
内LA

N

構
築
。
専
用
回
線
を
光
フ
ァ
イ
バ
ー
（1.5M

bps

）
に
切
り
替
え
た
。
各
教
員
室
、
教
科
準
備
室
に
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
整
備
。

高
校
三
年
生
で
家
庭
情
報
処
理
を
開
講
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
専
用
回
線
（ISD

N
 128K

bps

）
を
導
入
し
、D

N
S

、

W
eb

、
フ
ァ
イ
ル
サ
ー
バ
ー
を
設
置
。
学
校
間
交
流
メ
デ
ィ
ア
キ
ッ
ズ
、
海
外
校
交
流A

T
&

T

バ
ー
チ
ャ
ル
ク
ラ
ス

ル
ー
ム
を
開
始
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
を
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
仕
様
に
改
装
し
、
パ
ソ
コ
ン
をM

acintosh LC575

を
45
台
導
入
。
ワ
ー

プ
ロ
、
表
計
算
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、H
yper Card

で
の
作
品
制
作
を
中
心
に
行
う
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教
室
を
設
置
し
富
士
通FM

R-50

を
43
台
導
入
。
技
術
・
家
庭
科
（
中
学
）、
家
庭
科
（
高
校
）、
国

語
科
、
理
科
で
実
践
を
行
う
。
タ
イ
ピ
ン
グ
、
ワ
ー
プ
ロ
、
表
計
算
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
（BA

SIC

）
を
中
心
と
し
た

授
業
を
展
開
。

取
り
組
み
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二
〇
一
八

二
〇
一
七

二
〇
一
六

二
〇
一
五

二
〇
一
四

二
〇
一
三

二
〇
一
二

二
〇
一
〇

二
〇
〇
八

二
〇
〇
四

中
学
一
年
〜
高
校
一
年
全
生
徒
に
タ
ブ
レ
ッ
トPC
導
入
予
定

全
教
員
に
タ
ブ
レ
ッ
トPC

貸
与
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
立
ち
上
げ

「
ウ
ェ
ブ
で
お
知
ら
せ
」
全
生
徒
教
職
員
導
入
、
タ
ブ
レ
ッ
トPC

導
入
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
成

iPad

195
台
導
入
、O

ffi
ce365

ア
カ
ウ
ン
ト
（@

jindai.jp

）
全
生
徒
、
教
員
に
貸
与
、M

ac

ル
ー
ム
リ
プ
レ
イ
ス

（iM
ac 

45
台
）、
ロ
ボ
ッ
ト
教
材
（LEGO

 M
indStorm

 EV
3 

45
台
）
導
入

iPad

45
台
導
入
、
全
教
室 
無
線LA

N

（W
i-Fi

）
整
備

全
教
室
48
台
電
子
黒
板
導
入
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
型
）、
全
教
員
利
用　
　

W
in

ル
ー
ム
リ
プ
レ
イ
ス
（
富
士
通 PC 

45
台
）

電
子
黒
板
（
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
型
）
２
台
導
入
、
利
用
開
始　
　

神
奈
川
大
学
高
大
連
携
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
開
始

M
ac

ル
ー
ム
リ
プ
レ
イ
ス
（iM

ac 

45
台
）、
ロ
ボ
ッ
ト
教
材
（LEGO

 M
indStorm

 N
X

T
 

45
台
）
導
入

全
教
員PC

貸
与
、
校
務ICT

化
（
成
績
処
理
、
指
導
要
録
な
ど
完
備
）　W

in

ル
ー
ム
リ
プ
レ
イ
ス
（H

P PC 

45

台
） 併

設
型
中
高
一
貫
校
に
移
行
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開
発
コ
ン
テ
ス
トe-icon

世
界
大
会
に
出
場
す
る
。

（
三
）
ロ
ボ
ッ
ト
教
育
とSTEM

二
〇
一
〇
年
か
ら
始
め
た
ロ
ボ
ッ
ト
教
育
は
、
ま
ず
は
二
人

で
チ
ー
ム
を
組
み
、
セ
ン
サ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
り
、iPad

で

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
し
、
競
い
合
い
な
が
ら
成
果
を
発
表
す
る
、

と
い
う
流
れ
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
今

世
界
で
注
目
さ
れ
て
い
るST

EM

（Science T
echnology 

Engineering M
athem

atics
）
教
育
の
実
践
で
あ
り
、
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
た
問
題
解
決
学
習
で
あ

る
。
世
界
の
教
育
の
潮
流
は
、
他
者
と
協
力
し
な
が
ら
問
題
解

決
し
て
い
く
力
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
要
素
と
し
て
自
律

性
や
新
し
い
物
事
の
考
え
方
を
創
造
し
、
表
現
す
る
力
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。
次
期
学
習
指
導
要
領
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
何
を

ど
の
よ
う
に
教
え
る
か
で
は
な
く
、
子
ど
も
た
ち
に
実
践
力
を

身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
を
主
眼
に
置
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
に

は
、「
主
体
的
な
学
び
」
の
三
要
素
「
メ
タ
認
知
」「
学
習
意

欲
」「
学
習
方
略
」
が
重
要
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
メ
タ
認
知
と

は
、
自
分
の
状
況
に
対
し
て
客
観
的
に
認
識
で
き
る
こ
と
、
学

習
意
欲
と
は
、
学
び
に
向
か
う
理
由
、
つ
ま
り
や
ろ
う
と
い
う

動
機
づ
け
で
あ
り
、
学
習
方
略
と
は
、
効
果
的
な
学
習
方
法
で

あ
る
。

ロ
ボ
ッ
ト
は
、
人
間
の
指
示
や
セ
ン
サ
ー
の
は
た
ら
き
で
自

律
的
に
動
く
。
ロ
ボ
ッ
ト
が
自
分
の
意
図
し
た
通
り
に
動
い
た

り
反
応
す
る
と
、
子
ど
も
に
限
ら
ず
大
人
で
も
喜
び
を
感
じ

る
。
つ
ま
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
主
体

的
な
学
び
を
実
践
で
き
る
。

（
四
）
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ロ
ボ
ッ
ト

宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、
赤
道
上36000km

上
空
に
静
止

衛
星
の
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
置
き
、
テ
ザ
ー
（
ひ
も
）
を
垂図5　主体的な学び３要素
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ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
宇
宙
基
地
と
地
上
を
結
び
、
テ
ザ
ー
を

伝
っ
て
カ
ゴ
（
ク
ラ
イ
マ
ー
）
を
上
下
さ
せ
る
夢
の
乗
り
物
で

あ
る
。
神
奈
川
大
学
工
学
部
で
は
、
ク
ラ
イ
マ
ー
の
研
究
開
発

を
目
的
に
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し
、
附

属
学
校
と
の
高
大
連
携
事
業
と
し
て
大
学
生
と
中
高
校
生
が

協
力
し
な
が
ら
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
は
、
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
安
全
に
人
や
物
資
を
運
ぶ
と
い
う
目
的
の
も
と

宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
学
び
、
地
上
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
昇
降
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
を
製
作
し
て
い
る
。
レ
ゴ
社
の
マ
イ 

ン
ド
ス
ト
ー
ムEV

3

を
使
っ
て
セ
ン
サ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
を
製
作

し
、
テ
ザ
ー
を
昇
降
し
な
が
ら
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
ピ
ン

ポ
ン
球
や
フ
ィ
ギ
ュ
ア
を
運
ぶ
ブ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
、
そ
の

成
果
を
競
い
発
表
す
る
と
い
う
教
育
活
動
は
、
主
体
的
な
学
び

図6　宇宙エレベーターロボット

図7　競技会にチャレンジ
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三
要
素
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
主
体
的
な
学
び
の
学
習
モ
デ
ル

は
、
自
己
学
習
理
論
に
則
っ
て
お
り
、
宇
宙
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ロ

ボ
ッ
ト
も
こ
の
モ
デ
ル
を
も
と
に
実
施
し
た
。

（
五
）
タ
ブ
レ
ッ
ト
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

二
十
一
世
紀
は
知
識
基
盤
社
会
、
高
度
情
報
通
信
社
会
で
あ

り
、
私
た
ち
は
世
界
に
通
用
す
る
人
材
を
育
成
す
る
使
命
が
あ

る
。
基
礎
的
な
知
識
を
備
え
た
上
で
の
問
題
解
決
力
、
こ
の
よ

う
な
能
力
を
育
む
た
め
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

や
授
業
の
運
営
に
つ
い
て
工
夫
が
必
要
と
な
る
。
予
測
困
難
な

時
代
に
あ
っ
て
、
唯
一
の
解
答
が
な
い
問
題
に
対
し
て
、
そ
の

問
題
を
発
見
し
て
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
考
え
、
最
善
の
解
決

策
を
他
者
と
協
力
し
見
出
す
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
そ

の
た
め
に
は
、
情
報
を
主
体
的
に
収
集
・
判
断
・
表
現
・
処

理
・
想
像
し
、
受
け
手
の
状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
発
信
・
伝
達

で
き
る
能
力
が
必
要
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
、
子
ど
も
た
ち
が

主
体
的
に
授
業
に
参
加
す
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
導

入
し
協
同
型
・
双
方
向
型
の
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
効
果

的
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
の
方
法
にICT

教
育
が
あ
る
。

ICT

を
活
用
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
実
施
す

る
に
は
、W

iFi

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
設
備
と
授
業
改
革
が
重
要

と
な
る
。
機
器
を
整
え
る
だ
け
で
な
く
、
一
人
一
人
の
教
師
が

意
識
的
に
授
業
改
革
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。ICT

の
活

用
頻
度
と
学
力
に
関
連
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
先

行
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
生

徒
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
授
業
を
考
え
る
上
で
もICT

教

育
は
効
果
的
で
あ
る
。
活
用
場
面
と
し
て
は
次
の
二
つ
に
分
類

で
き
る
。

①�

教
師
が
学
習
指
導
の
場
面
で
電
子
黒
板
や
パ
ソ
コ
ン
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
、
授
業
を
展
開
す
る
際
に
、
説
明
や

実
演
用
と
し
て
活
用
す
る
。

②�

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
実
践
と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
使
っ
て
、
調
査
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
、
作
品
制
作
、
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
国
内
や
海
外

校
と
の
交
流
学
習
を
行
う
。

本
校
で
は
二
〇
一
三
年
に
全
教
室
に
電
子
黒
板
を
設
置
し
、

二
〇
一
五
年
にiPad

を
二
三
九
台
導
入
し
た
。
普
通
教
室
に

お
い
て
電
子
黒
板
機
能
付
き
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
を
常
設
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
教
師
が
ク
ラ
ス
を
移
動
し
て
も
パ
ソ
コ
ン
や
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
提
示
し
な
が
ら
授
業
が

展
開
さ
れ
た
。
そ
し
てiPad

四
〇
台
入
っ
た
カ
ー
ト
を
教
室

に
持
っ
て
行
き
生
徒
一
人
に
一
台
のiPad

を
使
っ
て
、
教
材

ア
プ
リ
を
活
用
し
た
授
業
や
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
な
ど
の
共
有
ノ
ー
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ト
ア
プ
リ
を
使
っ
た
教
材
配
信
、
作
品
制
作
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
普
段
の
指
導
で
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇

一
五
年
か
ら
各
教
科
の
授
業
が
様
変
わ
り
し
、
多
く
の
教
科
で

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。

（
六
）
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
へ

iPad

な
ど
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
教
育
現
場
に
導
入
す
る
教

育
機
関
が
急
速
に
増
え
て
い
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
で
し
か
利

用
で
き
な
か
っ
た
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
パ
ソ
コ
ン
と
比
べ
、
軽
く
て

キ
ー
ボ
ー
ド
も
必
要
な
く
、
難
し
い
配
線
が
無
く
、
校
内
ど
こ

で
も
簡
単
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

は
、
授
業
の
形
を
大
き
く
変
え
た
。
特
に
調
査
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
実
践
す
る
に
は
最
適
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
。

学
校
で
の
導
入
方
法
も
、
本
校
の
よ
う
に
貸
出
用
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
複
数
台
整
備
し
、
授
業
な
ど
必
要
な
時
に
貸
し
出
す
方
法

と
、
子
ど
も
た
ち
が
家
庭
負
担
で
自
分
用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
購
入
し
、
学
校
と
家
庭
を
毎
日
持
ち
運
ぶBY

O
D

（Bring 
Y

our O
w

n D
evice

）
と
い
う
方
法
が
あ
る
。
授
業
中
だ
け

で
な
く
校
外
で
も
家
庭
で
も
、
一
日
中
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
占
有

で
き
る
環
境
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
習
内
容
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
し
、
学
生
が
自
宅
で
ビ
デ
オ
授
業
を
視

聴
し
て
、
教
室
で
は
講
義
は
行
わ
ず
課
題
に
つ
い
て
議
論
す

る
と
い
う
反
転
学
習
やM

O
O

Cs

（M
assive O

pen O
nline 

Courses

）
も
可
能
と
な
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
とO

ffi
ce365

や
ロ
イ
ロ
ノ
ー
ト
の
よ
う
な
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
い
つ
ど
こ
に
い
て
も
学
習
用
ツ
ー
ル
に
ア
ク
セ
ス
で

き
、
子
ど
も
た
ち
と
教
師
、
あ
る
い
は
子
ど
も
同
士
が
自
由
に

情
報
を
や
り
と
り
で
き
る
し
く
み
が
で
き
る
。
こ
れ
に
よ
り
学

習
の
効
率
化
と
教
育
的
効
果
を
よ
り
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
、
ま
と
め

電
子
黒
板
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
授
業
や
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

図8　電子黒板を使った授業

図9　生徒が書き込む様子
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ラ
ー
ニ
ン
グ
を
実
践
し
て
い
る
教
師
五
名
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

実
施
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
を
実
践
す
る
理
由
と
し
て
は
、「
一
方
的
で
な
く
双
方
向
の

授
業
を
実
践
し
た
い
」「
理
想
と
す
る
授
業
を
実
現
す
る
た
め
」

と
い
っ
た
授
業
ス
タ
イ
ル
そ
の
も
の
を
変
え
る
た
め
と
い
う
理

由
や
「
映
像
や
教
材
を
表
示
し
て
理
解
度
を
高
め
た
い
」
と

い
っ
た
わ
か
り
や
す
い
授
業
の
実
現
の
た
め
と
い
っ
た
理
由
が

多
い
。
授
業
や
子
ど
も
た
ち
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
「
一
人
一
人
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
」

「
生
徒
に
考
え
さ
せ
る
時
間
が
増
え
た
」
と
い
っ
た
意
見
が
多

い
が
、
反
面
デ
メ
リ
ッ
ト
し
て
「
子
ど
も
た
ち
は
理
解
し
た
つ

も
り
で
い
る
が
、
ど
の
程
度
定
着
し
て
い
る
か
心
配
」
と
い
っ

た
定
着
度
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
新
し
い

機
器
の
導
入
は
新
し
い
教
育
の
き
っ
か
け
に
な
り
得
る
が
、
重

要
な
事
は
、
新
た
な
学
力
観
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
自
分
の

授
業
の
あ
り
方
を
見
つ
め
直
す
こ
と
に
あ
る
。

本
稿
で
は
、
神
奈
川
大
学
附
属
中
・
高
等
学
校
のICT

教

育
と
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
取
組
み
に
つ
い
て
整
理

し
た
。
二
〇
一
六
年
に
、
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
トPC

導
入

に
向
け
て
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
完
成
し
、
二
〇
一
七
年
にICT

教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
発
足
し
た
〔
表
２
〕。O

ne to 
O

ne

時
代
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
指
導
方
法
や
評
価
方
法
を

議
論
す
る
だ
け
で
な
く
、
授
業
デ
ザ
イ
ン
そ
の
も
の
を
見
直
し

新
し
く
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
附
属
学
校
は
新
し
い
時

代
を
迎
え
る
。

図10　iPad でプログラミング

図11　ロイロノートで教材配信
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表
２
・
附
属
学
校
タ
ブ
レ
ッ
トPC

導
入
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

年

タ
ブ
レ
ッ
トPC

W
iFi

設
備

サ
ポ
ー
ト
体
制

教
員
研
修

教
育
課
程

学
習
指
導
要
領
大
学
入
試
制
度

二
〇
一
七

全
教
員
に
配
付

タ
ブ
レ
ッ
トPC

と
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
の
運

用
開
始

一
〇
〇
〇
人

が
無
理
な
く

使
え
る
環
境

の
整
備
予
算

化

サ
ポ
ー
ト
デ
ス
ク

体
制
の
整
備

活
用
研
修
会
の

実
施
（
年
間
六

回
程
度
）

タ
ブ
レ
ッ
トPC

活
用
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
案
の
作
成

（
中
学
一
年
生
～

高
校
一
年
生
）

二
〇
一
八

中
学
一
年
生
～

高
校
一
年
生
タ

ブ
レ
ッ
トPC

を
購
入
。
教
材

配
信
な
ど
授
業

の
開
始

工
事
完
了
、

運
用
開
始

サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
を
設
置
、
部

屋
を
改
修

活
用
研
修
会
の

実
施
（
年
間
六

回
程
度
）

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
開
始

二
〇
一
九

中
学
一
年
生

（
35
期
生
）
購
入

活
用
研
修
会
の

実
施
（
年
間
六

回
程
度
）

以
後
中
一
の
み

運
用

二
〇
二
一
年
度

実
施
新
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
の
検

討
、
決
定

高
等
学
校
基
礎

学
力
テ
ス
ト

（
仮
称
）
最
後

の
セ
ン
タ
ー
試

験
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二
〇
二
〇

中
学
一
年
生

（
36
期
生
）
購
入

以
後
中
一
の
み

運
用

大
学
入
学
希
望

者
学
力
評
価
テ

ス
ト
（
仮
称
）

開
始

二
〇
二
一

中
学
一
年
生

（
37
期
生
）
購
入

以
後
中
一
の
み

運
用

中
学
新
学
習
指

導
要
領
の
完
全

実
施

二
〇
二
二

中
学
一
年
生

（
38
期
生
）
購
入

以
後
中
一
の
み

運
用

高
校
新
学
習
指

導
要
領
の
年
次

進
行
実
施

二
〇
二
三

中
学
一
年
生

（
39
期
生
）
購
入

以
後
中
一
の
み

運
用

高
校
新
学
習
指

導
要
領
の
年
次

進
行
実
施

二
〇
二
四

中
学
一
年
生

（
40
期
生
）
購
入

以
後
中
一
の
み

運
用

高
校
新
学
習
指

導
要
領
の
完
全

実
施




